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1．代表挨拶 

 

 はじめに、宇宙の店さま、講演団体の皆さまをはじめ本イベント開催に協力していただいた皆様のご協力の

もとで未来宇宙産業フォーラム 2回目のイベントを開催できましたことを大変うれしく思います。協力してい

ただいた皆様に心より感謝申し上げます。 

 

 未来宇宙産業フォーラムは 2024年 3月 10日に設立半年になりました。それまでに 1回のイベント、2回の常

設活動、2件の報告書の公開をさせていただきました。まだまだ発展途上の団体ではございますが活動を活発に

行いたいと考えております。 

 

 さて 2回目のイベントとなった今回は午前の部と午後の部の 2部構成でリアルとオンラインのハイブリッド

形式での開催となりました。前回より初めてな点が多くあり挑戦的なイベントであったと感じております。一

方で前回よりも多くの方にご参加いただきました。誠にありがとうございます。前回は多くがメンバーの紹介

だったのに対し今回はメンバーの紹介が前回より大幅に少なくなっており私たちの活動の本格的な始動である

と感じております。2024年度は FSIFとして 15回の常設活動を行ってまいります。またイベントでは合計 100

人以上にお越しいただけるように活動を行ってまいりたいと思います。 

 

 最後とはなりましたがイベントにご参加いただきました皆様に深く感謝申し上げます。今後とも未来宇宙産

業フォーラムは宇宙産業の発展と拡大に向けて活動を続けてまいります。引き続きご支援とご協力を承ります

ようお願い申し上げます。 

 

未来宇宙産業フォーラム 共同設立者兼代表 眞鍋和士 
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2．イベント概要 

イベント名 ：未来宇宙産業 DAY ～宇宙への夢を追いかけて～ 

場所 ：宇宙の店浜松町本店&オンライン(Zoom) 

開催日時 ：2024年 3月 30日(土曜日) 

時間 ：午前の部―10:00~13:15 

  午後の部―14:45~18:00 

テーマ  ：宇宙へのかかわり方 

募集人数 ：現地 30人 

  オンライン 24人 

イベント発起時期 ：1月末 

参加費用 ：無料 

主催 ：未来宇宙産業フォーラム 

協力 ：株式会社ビー・シー・シー(宇宙の店) 

講演 ：神奈川大学宇宙ロケット部 

  KARURAプロジェクト 
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3．午前の部概要 

3.1 テーマ 

 宇宙をより身近に 

3.2 コンテンツ概要 

 日本の民間企業・団体で研究開発を行っている団体でロケットの到達高度日本 2位を誇る学生団体の講演と

FSIFの制作コンテンツである「趣味×宇宙」のワークショップにより宇宙をより身近に感じるようなコンテン

ツを準備しました。ワークショップ「趣味×宇宙」は過去に開催したイベント「趣味からつながる宇宙」で使

用したコンテンツをいくつかの点で改良を行ったものです。 

4． 神奈川大学宇宙ロケット部講演 

4.1 講演団体 

 神奈川大学宇宙ロケット部 

4.2 講演者 

 鈴木 悠介 氏(神奈川大学工学部機械工学科 4年) 

4.3 講演内容 

 この講演はハイブリッドロケットと呼ばれる超小型ロケットを宇宙空間へと到達させることを目的とする神

奈川大学宇宙ロケット部の活動やハイブリッドロケットの紹介です。 

 神奈川大学宇宙ロケット部は 2021年 9月 19日の打ち上げ試験でロケットの到達高度が 10.1 kmに到達し、日

本記録を更新しました。現在は高度 100 km到達に向けてロケット機体やエンジンの研究開発を行っています。

ハイブリッドロケットとは何かについて説明する前に従来の液体燃料ロケットと固体燃料ロケットについて説

明しました。液体燃料ロケットとは液体燃料と液体酸化剤を用いたもので、ロケットの誘導制御が可能である

一方でロケット開発が固体燃料に比べると困難です。固体燃料ロケットは固体燃料と固体酸化剤を用いたもの

で、ロケット開発は液体燃料に比べると容易であるものの一度着火すると燃料を止めることが出来ません。そ

して神奈川大学宇宙ロケット部が扱うハイブリッドロケットは固体燃料と液体酸化剤を用いたもので、爆発物

を使用しないため安全性に優れ、運用コストの削減が可能な一方、推力特性の向上等の技術的課題が多く存在

します。 

 次に神奈川大学宇宙ロケット部の開発するロケットの機体、特にエンジン部分の説明をしました。エンジン

はインジェクター、モーターケース、アブレーター、グレイン、ノズル・ハウジング、プリチャンバーからな

ります。次にエンジンの燃焼試験の動画が流れ、小型ロケットの需要が拡大していること、その有用性に、ロ

ケット打ち上げの流れついての説明がありました。しかしハイブリッドロケットには多段分離式ロケット、タ

ーボポンプ、制御、スロットリング、再点火可能エンジンなどの技術的課題もあり、それに対して新たな試み

も行っています。 

 神奈川大学宇宙ロケット部は現時点で国内民間ロケット打ち上げ高度 2位であり、ハイブリッドロケットに

関しては国内最高高度を保持しています。そして 2027年に高度 100 km到達を目標としています。 
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5．ワークショップ（趣味×宇宙） 

5.1 ワークショップの内容 

 趣味を宇宙へ持っていったらどのような課題、問題が発生するかを考えその課題、問題の解決策の検討を行

いました。 

(1)ワークショップ① 

 ワークショップ①では参加者それぞれの趣味を多数出していただきました。その後ワークショップ②で議論

する趣味を 1つに定めていただきました。 

(2)ワークショップ② 

 ワークショップ①で出てきた趣味を宇宙で行う時の課題は何があるのかを議論しその解決方法を考えるまで

をワークショップ②で行いました。 

5.2 ワークショップで使用した資料 

資料①…宇宙での特徴資料① 

資料②…宇宙での特徴資料② 

資料③…宇宙での特徴リスト 

資料④…趣味出しリストワークシート 

資料⑤…課題出し、解決方法模索ワークシート 

下記に資料を図として掲載します。 
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図 5.2.1 宇宙での特徴資料① 
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図 5.2.2 宇宙での特徴資料② 
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図 5.2.3 宇宙での特徴リスト 
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図 5.2.4 趣味出しリストワークシート 

 

 

図 5.2.5 課題出し、解決方法模索ワークシート 
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5.3 ディスカッション内容 

5.3.1 グループ 1 

(1)ワークショップ① 

 趣味として次のものが挙げられました。動植物を見る、磁石を眺める、タイピング、お絵描き、勉強、寝

る、友達と話す、水泳、夜空を見る、工作、ゲーム、しりとり、散歩、鉄道、旅行、御朱印巡り、食事、横

浜、文房具、映画鑑賞、テレビを見る、小説、漫画、アニメ、音楽を聞く、カラオケ、バスケットボール、 

が挙げられました。 

 上記の趣味の中から「水彩画」をテーマとして選びました。 

 

(2)ワークショップ② 

 「水彩画」を宇宙で行う上での課題と解決策を以下のように考えました。 

 

表 5.3.1 水彩画を宇宙で行う上での課題と解決策 

課題 解決策 

水が飛び散る 

描く人の姿勢がふわふわする 

宇宙酔い 

紙、パレットの固定 

人工重力下または星の上で行う。 

乾きにくい 室内で空気の流れを作る。 

水を多く必要とする 
地球から運ぶ。 

星の地下から集める。 

真空のため絵具チューブが破裂 気圧変化に強い容器を使う。 

温度変化や放射線による 

作品の劣化 

温度変化や放射線に強い顔料、紙を使う。 

宇宙空間の独特の特徴とする。 

カビによる作品の劣化 
カビに強い顔料、紙を使う。 

保管方法を工夫する。 

 

   

 図 5.3.1 グループ 1で出た趣味 図 5.3.2 グループ 1で出た課題と解決策 
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5.3.2 グループ 2 

(1)ワークショップ① 

 趣味として挙げられたものは多岐に渡りました。博物館、美術館、一宮巡り、本屋巡り、映画、日向ぼっこ

といった外に赴くことに意味があるものや料理、読書、散歩、お酒、昼寝といったインドアなものも見られま

した。また、サッカー、野球、水泳、なわとび、車レースといったスポーツやスポーツ観戦、ピアノ、ライブ

（コンサート）などの楽器演奏、音楽鑑賞も挙げられました。 

 テーマは微小重力下である宇宙で筋力を保つために実際に必要になるということもあり、筋トレになりまし

た。 

 

(2)ワークショップ② 

 まず、無重力という技術的な問題が出ましたが、筋トレをするためにそもそも健康的な生活が必要であると

いう話が挙がり、けがや食生活などに発展しました。 

 

表 5.3.2 筋トレを行う上での課題と解決策 

課題 解決策 

無重力 空気圧、ばね、パワードスーツの利用 

コーチがいない、教材がない オンラインの教材（書籍、動画） 

怪我をした際に、医者がいない 

遠隔医療 

→ラグが生じる 

→人工衛星を増やす 

正しいトレーニングのコーチング 

従来の方法が使えない 

足のトレーニングでは 

・ばねの活用 

・サイクリング 

重力の強い惑星の近くに行く 

お風呂に入れない 
入っている感覚になる装置の開発 

紙石鹸 

必要な栄養素を取れない 

サプリ 

栄養価の高い食物の栽培 

→いらない植物の利用（畜産など） 

放射線による健康被害 
壁を分厚くする 

ノイズキャンセリングの応用が使えるのではないか？ 

 

   

 図 5.3.3 グループ 2で出た趣味 図 5.3.4 グループ 2で出た課題と解決策 1 
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 図 5.3.5 グループ 2で出た課題と解決策 2 図 5.3.6 グループ 2で出た課題と解決策 3 

 

 

6．午後の部概要 

6.1 テーマ 

 火星への旅 

6.2 コンテンツ概要 

 火星探査は、月面探査の次のステップと言われています。その上で火星への旅として火星ローバーの研究開

発を行っている学生団体の公演と火星への旅の中で発生する問題を考えるワークショップのコンテンツを準備

しました。 

7．KARURA プロジェクト講演 

7.1 講演団体 

 KARURAプロジェクト 

7.2 講演者 

 横関 悠平 氏(東京大学工学部化学システム工学科 3年) 
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7.3 講演内容 

 この講演は火星ローバーを制作する国際団体チームである KARURAプロジェクトによる団体、及びその活動

紹介です。火星は様々な興味深い特徴を持つ惑星であり、1997年以降様々な火星探査ローバーが活躍してきま

した。KARURAは言語や文化の壁にとらわれず開発ができる人材や様々な要素にとらわれない開発スタイルを

生み出すことをビジョンとし、火星や月での居住域建設ロボットや次世代の宇宙開発を担うグローバル人財と

そのコミュニティを生み出すことをミッションとしています。KARURAの主な活動は毎年アメリカで開催され

ている URCという火星ローバーコンテストへの出場で、KARURAは URCで本選出場を果たした日本で初めて

の団体となりました。 

 KARURAはエンジニアリング部門、サイエンス部門、ビジネス部門の三つに分かれています。エンジニアリ

ング部門は機体の製作を中心に行い、ハードやソフト面での開発を行っています。サイエンス部門は主に URC

のサイエンスミッションに取り組んでおり、サンプルリターンと生命可能性の検証の二つを課題としていま

す。KARURAのメンバーの特徴として、大学生や大学院生のみならず高専生や高校生も活躍していること、4

か国からメンバーが集う多国籍性があること、MTGが主にオンラインで行われること、コアメンバーにおける

女性の割合が高くジェンダーバランスが取れていることがあります。今後の展望として、規則を充実させてい

くことや技術者を確保し法人化することも検討しています。 
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8．ワークショップ（火星への旅） 

8.1 ワークショップの内容 

 ワークショップの始めに「フリー討論」を行い火星に関わる話などについて議論を行いました。次に、火星

への旅で起こりうる「問題」をリストの中または議論によって 1つ定めました。休憩後、参加者を、投資家、

法律家、科学者・エンジニア、医療従事者の 4つの役割に分け、それぞれの立場から「議論タイム」で、定め

た問題について建設的に解決策を模索するような議論を行いました。 

8.2 ワークショップで使用した資料 

資料①…投資家基礎資料 

資料②…法律家基礎資料① 

資料③…法律家基礎資料② 

資料④…科学者・エンジニア基礎資料① 

資料⑤…科学者・エンジニア基礎資料② 

資料⑥…医療従事者基礎資料① 

資料⑦…医療従事者基礎資料② 

資料⑧…フリー討論ワークシート 

資料⑨…火星への旅問題リスト 

資料➉…午後の部議論タイムワークシート 

 

下記に資料を図として掲載します。 
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図 8.2.1 投資家基礎資料 

図 8.2-1 投資家基礎資料 
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図 8.2.2 法律家基礎資料① 
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図 8.2.3 法律家基礎資料② 
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図 8.2.4 科学者・エンジニア基礎資料① 



-20- 

 

図 8.2.5 科学者・エンジニア基礎資料② 
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図 8.2.6 医療従事者基礎資料① 
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図 8.2.7 医療従事者基礎資料② 
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図 8.2.8 フリー討論ワークシート 
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図 8.2.9 火星への旅問題リスト 
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図 8.2.10 午後の部議論タイムワークシート 

 

8.3 ディスカッション内容 

8.3.1 グループ 1 

(1)フリー討論 

 フリー討論では火星に行ってやってみたいことを挙げました。 

⚫無重力サッカー 

⚫オリンポス山の登山 

⚫バスケットボール 

⚫絵を描く 

⚫横になって星を見る 

⚫風呂 

⚫お地球見 

⚫逃走中 

⚫生物研究 

⚫地下帝国に行く 

 等が挙げられました。 
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図 8.3.1 フリー討論のワークシート（グループ 1） 

 

(2)議論タイム 

「火星人に出会ったらどうする？」というテーマで話し合いました。 

 それぞれの職業の立場から出た意見は次の通りです。 

 

表 8.3.1 職業ごとの利用可能な技術やノウハウ等 

医療従事者 
感染症等の検疫の問題 

火星人の治療方法 

科学者・エンジニア 
火星人の体の構造 

火星の技術 

法律家 

平和条約 

火星独占禁止法 

火星人保護法 

火星環境保護法 

投資家 火星人とのイベントの資金援助 
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 また、火星人に会って共にやってみたいことも挙げました。 

⚫スポーツ 

⚫チェス、将棋、連歌 

⚫UFOに乗る 

⚫クッキング 

⚫技術交流 

⚫火星人の生活圏へのツアー 

⚫火星人との交流イベント 

 

 

図 8.3.2 議論タイムのワークシート（グループ 1） 

 

8.3.2 グループ 2 

(1)フリー討論 

 グループ 2では、皆が宇宙に行きたいという意見を持っており、宇宙に行ったら何がしたいかについて盛り

上がりました。 

 具体的には、星やオーロラを見る、山を登るといった火星ならではの楽しみもあれば、同乗者と仲良くなる

など、旅の過程の楽しみも挙がりました。 
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図 8.3.3 フリー討論のワークシート（グループ 2） 

 

(2)議論タイム 

 課題シートの中から興味のあるもののいくつかに注目し、さらにそこから実際に起こった際の重要性などを

軽く話し合いました。最終的に「お風呂に入りたい！！」というテーマについて話し合うことになりました。 

 先日、常設活動で ISS利用についてディスカッションを行った際に、宇宙で生活する上で必要なもの、こと

を FSIFメンバーで挙げたが、そこでもお風呂が挙がりました。日本人が宇宙空間で生活するにあたって、「お

風呂またはそれに類するものを設置する」ことも大事な項目の一つと考えられます。 

 「お風呂に入りたい！！」というテーマで、火星でお風呂に入る際の課題とその解決策、さらに火星でのお

風呂システムを考えました。はじめに、「火星の地上で温泉レジャー施設を作るにはどうするか？」にテーマを

絞りました。職業ごとに意見を出してから、出た意見に繋げて新たな意見を出していきました。アイデアが一

段落した後に、すべての意見を各職業に近いものごとに分けて整理しました。 
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表 8.3.2 各職業の課題と解決方法 

職業 課題、アイデア 解決策、達成するための事柄 

科学者 

鏡張りのお風呂（景色を楽しみたい） 

→安全性に難あり 

工事をどう行うか 

利便性に欠ける 

（卓球したい、牛乳飲みたい、 

サウナ、岩盤浴に入りたい、 

食事したい、アイスを食べたい、 

ホテルが必要） 

テント式にしても良いのではないか

（持ち運び可能） 

工事を機械で行い効率化、 

多くの企業と連携する 

 

 

 

 

投資家 

安全性の確保 

（長期的な顧客につながる） 

・火災の可能性 

お湯をどうやって沸かすのか 

火星ならではの特別な体験を作る 

避難経路、避難場所の確保、 

 

燃え広がらないような対策 

地熱の利用 

お風呂＋卓球などのエンタメ 

法律家 

独占禁止法（水、土地などの資源） 

特許 

 

建築基準法 

環境汚染 

民間の進出を許さざるを得ない 

高さや素材について定める 

水、土地の優先順位をつける 

制限を設ける 

火星の生態系について研究 

医療従事者 

集団感染の危険性 

 

湿度の調節 

清潔さを保つ 

定期的な検診 

サウナの蒸気を使う 

 

 

図 8.3.4 議論タイムのワークシート（グループ 2）1 
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図 8.3.4 議論タイムのワークシート（グループ 2）2 

 

 

 

  



-31- 

9．アンケート 

9.1 アンケート結果 

イベント終了後 Googleフォームでアンケートを実施しました。(回答数 13件) 

〈午前の部〉 

(1)本イベントの評価[イベント全体] 

 

 

(2)本イベントの評価[講演(神奈川大学宇宙ロケット部)] 

 

 

(3)本イベントの評価[ワークショップ(趣味×宇宙)] 
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〈午後の部〉 

(1)本イベントの評価[イベント全体] 

 

 

(2)本イベントの評価[講演(KARURAプロジェクト)] 

 

 

(3)本イベントの評価[ワークショップ(火星への旅)] 
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〈全体〉 

(4)イベント参加者の年齢層 

 

 

(5)イベント参加者の職業 

 

 

(6)未来宇宙産業フォーラムを知っていたか 

 

 

 

 

 

 

 

31%

54%

15%

10代以下

20代

50代

31%

38%

31% 中学生・高校生

大学生・短期大学

生・専門学校生

社会人

31%

69%

知っていた

知らなかった
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(7)神奈川大学宇宙ロケット部を知っていたか 

 

 

(8)KARURAプロジェクトを知っていたか 

 

(9)イベントを知った理由 

 FSIFメンバーの紹介 ：4名 

 チラシ ：4名 

 宇宙の店 SNS ：2名 

 その他 SNS ：2名 

 Peatix ：1名 

 

(10)イベントに参加した理由 

 興味関心 ：5名 

 FSIFメンバーの紹介 ：3名 

 友達に誘われた ：2名 

 その他 ：2名 

 (KARURAのクラファンに参加したから、無料だったから) 

 

(11)今後どのようなイベントを期待するか 

ロケット部講演会 

企業合同イベント 

新たな魅力的なイベント 

実験や話し合いの機会が多いイベント 

83%

17%

知っていた

知らなかった

37%

63%

知っていた

知らなかった
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(12)イベントの感想 

・とても面白く、ワークショップは特に楽しかった。 

・当日行ってみたいイベントがたくさんあったが参加した甲斐があった 

・筋トレという攻めた議題だったがいろいろと面白い意見が出てよかった 

・宇宙で趣味の話を議論する中で様々な観点で問題があることを見つけられて面白かった 

・色々な視点から宇宙、ロケット、趣味のことを考えることができて楽しかった。 

・火星のことでワークショップで討論したことがとても楽しかった。 

・ワークショップの流れが面白かった。 

・火星人と遭遇したらという議論テーマが非常に難しくこれからも考えがいのある問いと思った。 

・初めて参加しましたが、とても楽しい、そして学生の方と交流できて刺激がありました。 

・発表は緊張しましたが楽しかったです。 

 

 

9.2 アンケート内容に対する評価 

〈午前の部〉 

(1)本イベントの評価[イベント全体] 

 「5」の評価が一番多く、多くの方に楽しんでいただけました。一方で「3」の評価があり、まだまだ改善

の余地が大いにあります。ただ「2」以下の評価が 1人もいなかったことは評価すべきところであると考えま

す。今後参加者全員に「5」の評価をいただけるようにイベント構築を進めていきたいです。 

 

(2)本イベントの評価[講演] 

 「5」の評価が一番多く、多くの方に楽しんでいただけました。一方で「3」の評価があり、まだまだ改善

の余地が大いにあります。ただ「2」以下の評価が 1人もいなかったことは評価すべきところであると考えま

す。講演は FSIFに所以することは比較的少ないが FSIFとしてサポートできる点などはまだまだあると考え

るためサポートできる点を検討したいです。 

 

(3)本イベントの評価[ワークショップ] 

 全ての評価が「5」、「4」であったため大変評価をいただけました。そのためコンテンツとしてのレベルが

上がってきている証拠であると考えます。一方で「4」の評価はまだ成長できる点があると考えるため更なる

コンテンツの更新に努めていきます。 

 

〈午後の部〉 

(1)本イベントの評価[イベント全体] 

 「5」の評価が一番多く、全体的には楽しんでいただけました。一方で「3」の評価があり、まだまだ改善

の余地が大いにあります。ただ「2」以下の評価が 1人もいなかったことは評価すべきところであると考えま

す。今後はもっと評価いただける内容に仕上げていきたいです。 

 

(2)本イベントの評価[講演] 

 評価は「4」「5」がすべてを占め大変好評な講演でした。これは、KARURAプロジェクトの講演の完成度

の高さが影響するところであり、KARURAプロジェクトには感謝を申し上げたいです。 
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(3)本イベントの評価[ワークショップ] 

 火星への旅は「5」の評価と「3」の評価で大きく分かれました。初出しコンテンツであったため完成度は

まだまだ低い中で「5」の評価をいただけたのは大変うれしいです。一方で「3」があるのは完成度をまだま

だ高めることができる証拠であるため、コンテンツの改良を進めたいです。 

 

〈全体〉 

(4)参加者の年代 

 イベント全体で 20代の方に一番多く参加いただけました。これは個別での連絡を行う場合大学生などを誘

うことが多かったからだと考えられます。一方で 10代、50代の方にも参加いただき、イベントとして幅広い

年代に興味を持っていただける内容であった点は評価できます。 

 

(5)参加者の職業 

 イベントの参加者は「中学生・高校生」「大学生・短期大学生・専門学校生」「社会人」がそれぞれ 3割程

度あり参加者は分散していました。年代でも示した幅広い層に興味関心を持っていただけるイベントを開催

することができました。今後のイベントにも今回の経験を生かしていきたいです。 

 

(6)未来宇宙産業フォーラムを知っていたか 

 未来宇宙産業フォーラムで活発な活動を行えていませんでした。また、SNSによる認知度向上がうまくい

っていないことが分かります。今後は広報活動に有効な戦略を立てて活動していく必要があります。 

 

(7)神奈川大学宇宙ロケット部を知っていたか 

 神奈川大学宇宙ロケット部の認知度は 8割を超えており今回のイベント参加者においての認知度は高いで

す。今回のイベントではロケット部側と参加者側で交流する良い機会を提供できたと思います。 

 

(8)KARURAプロジェクトを知っていたか 

 本イベント参加者における認知度は約 4割と新興宇宙系団体としては十分認知度は高い団体であるといえ

ます。一方で URC決勝大会出場決定し今後認知度はうなぎのぼりで上がっていくのではないかと考えます。 

 

(9)イベントを知った理由 

 FSIFのメンバー紹介、チラシ、SNSがそれぞれ 4人ずつと参加者はばらけた形となりました。これにより

複数の広報手段を利用する利点が証明されました。一方で特に注力していた SNSでの認知は時間対効果が現

状低いです。SNSはうまく利用すると短期間でその他を上回る影響を与えることができるため利用方法をし

っかり分析したいです。 

 

(10)イベントに参加した理由 

 興味関心を持っていただき参加いただける人が多いことが分かりました。イベントの内容自体には興味関

心を持っていただけると自負しているのでその内容をどう伝えるかが現状の課題になります。そこで、今後

は興味関心をより持っていただける文章の制作等を行っていくことによりイベント参加者を増加させていき

たいと考えます。 
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(11)今後どのようなイベントを期待するか 

 様々なイベントのアイデアをいただきました。それらを今後検討をさせていただき実現させていきたいと

思います。企業合同イベントに関しては FSIFとしても是非やっていきたいと考えています。 

 

(12)イベントの感想 

 イベントを楽しめたと言っていただけることやワークショップでの議論についての感想が多く寄せられま

した。参加していただいた方には評価が高いのでこの評価をどのように伝えていくかが課題となります。 

10．広報活動 

10.1 方針 

 前回のイベントでは主に個別での連絡が主となっていたが今回の広報活動では各種 SNSを主として広報活動

を行いました。また、チラシを作成するなど前回できなかった広報アプローチも行いました。 

 

ターゲット 

 学生及び社会人 

 

ターゲットに対する割合 

 目標割合 目標人数 実際割合 実際人数 

高校生以下 0.0割 00人 3.1割 4人 

大学生 6.3割 34人 3.1割 4人 

社会人 3.7割 20人 3.8割 5人 

 

集客方法と結果 

対象 内容 目標割合 目標人数 実際割合 実際人数 

高校生以下 

イベント関連団体 SNS 0割 0人 0割 0人 

個別での連絡 0割 0人 0割 0人 

その他 0割 0人 3.1割 4人 

大学生 

イベント関連団体 SNS 4.0割 10人 0.8割 1人 

個別での連絡 1.7割 9人 3.1割 4人 

その他 0.9割 5人 0割 0人 

社会人 

イベント関連団体 SNS 0.9割 5人 1.5割 2人 

個別での連絡 2.0割 10人 0割 0人 

その他 0.9割 5人 1.5割 2人 
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10.2 チラシ 

 イベント専用のチラシを宇宙の店などで設置していただきました。その他にメンバーが個別にチラシを配る

などしました。配布したチラシを下記に掲載します。 
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10.3 SNS  

 今回のイベント開催までに FSIF等でイベントに関連して SNS上で投稿されたものは 33件あります。また未

来宇宙産業フォーラムの投稿日にインプレッション数、Engagements、New followers、Profile Visits、Detail 

Expands、いいね数、リポスト数、引用数、ブックマーク数を確認しました。 

※Engagements、New followers、Profile Visits、Detail Expandsに関しては未来宇宙産業フォーラム及び神奈川大

学宇宙ロケット部の投稿のみ集計しています。 

 下記に投稿内容のリストを掲載する。 

投稿番号 投稿日 投稿者 投稿内容 備考 

1 2月 19日 未来宇宙産業フォーラム イベント開催告知  

2 2月 28日 未来宇宙産業フォーラム 申し込み開始告知  

3 2月 29日 宇宙の店 イベント開催告知  

4 3月 01日 未来宇宙産業フォーラム WS紹介 趣味×宇宙 

5 3月 01日 宇宙の店 3月のイベント紹介  

6 3月 03日 未来宇宙産業フォーラム 開催形態紹介 ハイブリッド形式 

7 3月 05日 未来宇宙産業フォーラム 講演団体紹介 神奈川大学宇宙ロケット部 

8 3月 05日 SCOPE イベント紹介  

9 3月 07日 未来宇宙産業フォーラム WS紹介 火星への旅 

10 3月 07日 神奈川大学宇宙ロケット部 イベント紹介  

11 3月 09日 未来宇宙産業フォーラム 講演内容紹介 神奈川大学宇宙ロケット部 

12 3月 11日 未来宇宙産業フォーラム 講演団体紹介 KARURAプロジェクト 

13 3月 13日 未来宇宙産業フォーラム チラシ完成告知  

14 3月 15日 未来宇宙産業フォーラム 講演内容紹介 KARURAプロジェクト 

15 3月 17日 未来宇宙産業フォーラム イベント内容整理  

16 3月 17日 未来宇宙産業フォーラム イベント内容整理 スレッド 

17 3月 19日 未来宇宙産業フォーラム 新歓開催告知  

18 3月 19日 宇宙の店 イベント開催告知 2回目 

19 3月 20日 未来宇宙産業フォーラム 毎日投稿開始告知  

20 3月 21日 未来宇宙産業フォーラム 講演者の WS参加紹介  

21 3月 22日 未来宇宙産業フォーラム WS完成 趣味×宇宙 

22 3月 23日 未来宇宙産業フォーラム URC出場確定 KARURAプロジェクト 

23 3月 24日 未来宇宙産業フォーラム WS紹介 趣味×宇宙 2回目 

24 3月 25日 未来宇宙産業フォーラム 申込件数 18件  

25 3月 25日 神奈川大学宇宙ロケット部 イベント紹介  

26 3月 25日 神奈川大学宇宙ロケット部 イベント紹介 スレッド 

27 3月 26日 未来宇宙産業フォーラム 燃焼試験賞賛  

28 3月 26日 神奈川大学宇宙ロケット部 イベント紹介  

29 3月 27日 未来宇宙産業フォーラム 報告書公開 常設活動＃002 

30 3月 28日 未来宇宙産業フォーラム 楽しみです  

31 3月 28日 宇宙の店 イベント開催告知 3回目 

32 3月 29日 未来宇宙産業フォーラム イベント開催前日  

33 3月 30日 未来宇宙産業フォーラム イベント当日  
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 イベント当日 7時 30分時点での上記 33件投稿のインプレッション数、Engagements、Profile Visits、Detail 

Expands、いいね数、リポスト数、引用数、エンゲージメント率を以下に記します。 

※エンゲージメント率は Engagementsをインプレッション数で割ったものです。 

※Engagementsが無い場合は、いいね数、リポスト数、引用数、ブックマーク数の合計を Engagementsとしてい

ます。 

投稿番号 インプレッション数 Engagements Profile Visits いいね数 リポスト数 引用数 エンゲージメント率 

1 1411 48 12 7 4 2 8.2 

2 1362 31 5 6 2 1 3.4 

3 2878 - - 11 5 2 2.3 

4 555 25 7 9 3 0 0.7 

5 2922 - - 13 4 2 7.0 

6 244 17 2 5 3 0 2.4 

7 4859 115 40 13 5 2 1.4 

8 1627 - - 15 5 0 3.0 

9 402 12 4 4 3 1 2.2 

10 3397 75 4 18 5 1 3.0 

11 268 8 2 4 2 0 6.8 

12 912 62 24 19 4 0 11.7 

13 206 24 3 4 3 0 6.0 

14 182 11 5 3 3 0 3.7 

15 2026 74 8 12 6 2 5.5 

16 399 22 3 5 3 0 4.3 

17 300 13 7 2 0 1 1.8 

18 541 - - 7 3 0 8.0 

19 263 21 5 7 3 0 5.4 

20 111 6 0 3 1 0 4.4 

21 158 7 1 4 2 0 9.8 

22 234 23 6 6 2 0 3.8 

23 393 15 2 6 4 0 2.7 

24 2931 79 7 27 7 1 2.7 

25 1296 35 9 15 6 0 8.1 

26 123 10 0 6 3 0 4.9 

27 304 15 3 5 2 0 2.8 

28 1080 30 2 15 4 0 8.4 

29 465 39 1 7 2 1 5.3 

30 1320 70 17 11 4 2 3.4 

31 297 - - 7 3 0 5.2 

32 249 13 1 4 1 1 - 

33 0 0 0 0 0 0 - 
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 インプレッション数において 500件以下の投稿が 17件 500件以上 1000件以下の投稿が 3件、1000以上が 12

件ありました。 

 全体としては神奈川大学宇宙ロケット部の投稿のインプレッション数が多い傾向にあります。また、神奈川

大学宇宙ロケット部の投稿以外ではイベント開催告知などの重要度が高い投稿のインプレッションが伸びる傾

向にあります。 

 次に 500件以上 1000件以下の投稿はWS紹介や講演団体紹介がありイベント上比較的重要な公表や紹介投稿

のインプレッションが伸びる傾向にあるが投稿文章等の改善によって 1000件を超えることが可能ではないかと

考えます。一方でインプレッション数が 500件以下の投稿は全体の 50％以上を占めており改善が必要であると

考えます。 

 また最後に確認日間ごとの申込件数を下記に示します。 

 

 

 申込件数は SNSでの毎日投稿を始めて以降で増加しています。またイベント開催が近づくにつれ申込件数は

増加傾向にあることが読み取れます。一方で SNSにおいてイベントを知った人は少ないので、SNSでの毎日投

稿の効果は測りきれません。 
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11．FSIF の今後の活動 

2024年 8月 規模を拡大してのイベント開催(予定) 

2024年 8月 メンバー募集(予定) 

 

 

12．団体紹介 

 近年、宇宙業界が目覚ましく発展する中、様々な業界の企業が宇宙産業への進出を考えています。しかし、

多くの場合、宇宙産業とは馴染みのあるものではなく、進出が難しい状況です。そこで、未来宇宙産業フォー

ラムでは、「宇宙への架け橋を～誰もが宇宙に挑戦する時代へ～」というビジョンを掲げ、イベントの企画や常

設活動としての企業とのディスカションを行っています。本イベントでは、学生など多種多様な方をターゲッ

トにしましたが、企業同士が交流できるイベントの開催も考えております。常設活動では、企業の方との意見

交流により、お互いの知見を深める場を設けております。 

 

団 体 名：未来宇宙産業フォーラム 

通 称：FSIF(エフシフ) 

ビジョン：宇宙への架け橋を～誰もが宇宙に挑戦する時代へ～ 

活動内容：年に複数回のイベント開催(主要活動) 

     月 1～2回の異業種の団体との意見交換会(常設活動) 

メンバー：東京から大阪まで 9人が在籍 

代 表：眞鍋和士(神奈川大学工学部機械工学科 2年) 

設 立：2023年 9月 10日 

連 絡 先：fsif.official@gmail.com 

 

メンバー 

眞鍋和士 

依田萌花 

石田健斗 

加藤優成 

後藤槻成 

中村成夢 

谷口蒼太 

鈴木大貴 

早川明日香 

 



 

 


